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１．背景と目的 

本研究は，韓国湖南地方の別墅を対象とし，別墅の周辺山稜地形

がつくりだす別墅の囲繞性について明らかにすることを目的とす

る。 
別墅は，韓国伝統庭園の一つで山中，山麓に造営された小規模な

庭園である。宮闕，住宅庭園の多くが形式によって建立されたのに

比べ，別墅はある形式を脱皮し，形態の多様性と複合性をもつと言

われている 1)。また，別墅は，景観眺望を重視する特徴をもつ。別

墅の景の設定は作庭者の立地計画の表現として考えられており，一

度決まった景は変更出来ないものであり，その意味が大きいと言わ

れている 2)。別墅に建つ建築（以下，別墅建築）は，樓亭 3)様式で，

柱間に壁を設けない開放的な軸組構成である一方，建築中央に四周

壁で囲われた房（部屋）を構えて房から景観眺望に特化した空間構

成をもつ 1)。 
別墅は，庭園の境界に塀を作らず，周辺の自然景観を庭園の一部

として積極的に取り入れ，それを別墅の領域とする 4)。別墅の領域

は内園，外園，影響圏園と分けることができる(図-1)。多くの別墅
が囲いを持たない空間構成であるため，別墅の物理的領域は定かで

ない。別墅の保全を考える上で，具体的な外園の空間構造や領域を

把握することは重要である。別墅の内園に関する研究は造園・建築

界から異なる観点で研究がされており，建築界では建築のみ 5)6)7)，

造園界では庭園の構成要素 8)9)の研究や詩文から別墅の造営意図を

読み解く研究 10)などがみられる。定量的な形態を分析する研究より

文学作品から庭園の眺望景観を分析する研究 11)12)が目立つ。これら

の先行研究は，個々の別墅の景観を研究するもので，地域全体の景

観的特徴を網羅するものではない。一方，近年，景観の定量化に関

する研究も見られ，金ら 13)は別墅からの眺望景観の特徴について， 
GIS分析行い，重複する山容景観にその特徴があるという知見を得
ている。しかし，別墅前方の遠景に特化した研究であるため，近中

景の周辺環境や背後の特徴まで言及していないことが指摘される。

すなわち，別墅の外園に関する研究は 1)個別の別墅に関する詩文

を用いた景観特徴の把握にとどまり，具体的な外園空間の把握に結

びついていない，2)別墅の近中景における空間的特徴を定量的に把
握した研究は少ない傾向にある。 
そこで本研究は，外園の中でも近中景の周辺環境が，塀や垣を持

たない開放型の別墅の領域を規定し，囲繞性を形成していると考え，

その特徴を定量的に把握することを目的とする。別墅を取り巻く前

後方の地形による空間特徴を確認するとともに，それら周辺地形に

より別墅がどのように囲繞性を獲得し，かつその領域性はどの程度

の範囲であるかを考察する。 
	

２．研究対象 

	 別墅は，新羅時代の857年，慶州に造営されたことが起源と推定
されている 4)。朝鮮時代(1392-1897年)は，別墅の造営が一番盛ん
に行われていたと言われており，朝鮮時代以前の別墅は現存しない

ものが多いが，朝鮮時代の別墅の場合，造営当時の様子が良好に保

全されている。また，「新增東國輿地勝覽」14)によると別墅の約5割
が朝鮮半島の南部に集中しており，特に湖南地方は韓国で2番目に
別墅が多い地方である。 
	 そこで本研究は，朝鮮時代に造営された湖南地方の全羅南道に現
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図－1 別墅の領域に関する概念図4) 
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存する別墅のうち，造営当時から移転せず保全状況が良好な，20カ
所を対象とする(図-2)。全羅南道に位置し，史的価値があると認め
られる別墅を「2010全国別墅名勝資源指定調査報告書」15)から40
カ所，すでに名勝として指定されている2カ所の別墅から造営年代
の条件が合うものと現地調査を通し，眺望に特化しているかを確認

した上，20カ所を選定する。	
	

３．研究方法	  

	 別墅は，韓国伝統庭園のうち住宅庭園が家に付随し，塀に囲われ

た形式をもつことに比べ，山中や山麓に位置し，塀がなく，既存地

形をいかして庭園空間をつくる開放型の庭園と言われており 16)，プ

レ調査でもその特徴が確認される。別墅を物理的に閉じる囲いはな

く(図-3-a)，背後の地形が別墅空間に迫ってきていること(図-3-
b)や前方の景観における山が視覚的な囲いをつくっていること(図
-3-c)が確認される。これを基に本研究は，塀がない別墅の囲繞性
をつくる環境要素は別墅の周辺地形にあると考え，別墅の外園にあ

たる可視領域のうち，周辺山稜部に着目する。 
	 研究方法は，1)現地調査と 2)GIS分析に分けて進める。まず，
現地調査(2014年8月/11月，2015年11月，2017年8月)にて別
墅の測量調査および別墅の視点場 17)と視点場からの景観を確認す

る。次に，別墅の視点場である別墅建築の位置を GIS にプロット
し，GISによる別墅からの可視領域分析を行い，別墅を囲う山稜部
の特徴を確認する。 
	

４.分析方法 

（１）距離による領域性の分類方法	

	 可視領域による別墅の領域性を確認するため，GISの可視領域分
析18)を行い，可視領域図(図-4)と可視領域の面積(表-1)をまとめ，
距離によって近・中・遠景に分類する。景の分類は「景観の構造」
19)を参考にし，0.5kmまでを近景，3kmまでを中景それ以上を遠
景とする。 
（２）別墅周辺の環境要素の特徴の分析方法	

	 本研究は，別墅を囲う周辺環境要素として地形に着目し，GISの
傾斜度，方位分析を行う。可視領域分析により別墅前方と後方の山

稜部の見え方には異なる傾向があると考え，前方景と後方景にわけ

て分析を行う。別墅は別墅建築によって各々異なる主軸方向をもつ

ため，現地調査にて確認した主軸方向 17)に対し，前面 180度を前
方景，後面180度を後方景とする。分析範囲は，中景にあたる3km
までとし，距離による山稜部の分布を確認するため，視点場から

0.5kmずつ同心円状に範囲を広げるものとする。 
１）前方景における山稜部と平野部の特徴の分析方法	

	 GISの傾斜度分析により，前方景の環境要素としての地形は，山
稜部と平野部にわけられ，異なる特徴をもち，分布していることが

確認される。そのため，山稜部分布と平野部の土地利用の特徴につ

いてわけて分析を行う。本研究は，傾斜度が0-5%を平野部，それ以
上を山稜部とする 20)。まず，別墅から前方景の山稜部までの距離に

よって囲繞性の感じ方や外園の空間構造が異なることが現地調査

にて把握されたため，第一に現れる山稜部（以下，第一山稜部）ま

での距離によるタイプ分類を行う。山稜部までの距離や分布を確認

するため，図-4 の可視領域図から前方景の環境要素として山稜部
と平野部に分ける分析図を作成する(図-5-a)。また，平野部と山稜
部の割合のうち，山稜部のみ抽出し，0.5km毎の変化を表す山稜部
の割合グラフ(図-5-b)を作成し，別墅からの距離による山稜部の割
合および分布の特徴を確認する。次に，別墅から第一山稜部までの

間の平野部の土地利用の構成を把握するため，土地被覆地図 21)から

平野部の土地利用状況を農耕地，河川，樹林地，集落，その他に分

け，その割合をまとめる(表-2)。  
	 さらに，前方景の山稜部の左右対称性を確認する。図-1の概念図
では，別墅は，周辺環境が左右対称となるように立地し，領域を獲

得するように描かれているが，現地調査にて必ずしも対称ではない

ことを確認したため，実空間における山稜部の分布の状況を確認す

る。そのため，前方景の左右山稜部の割合グラフ(図-5-c)を作成し，
前方景における左右の山稜部の割合を比較する。	

２）後方景における山稜部の特徴の分析方法	

	 現地調査から別墅の前方景は，比較的遠方の山稜がいくえにも重

なり囲繞性をつくるように見える。一方，後方景の場合，概念図(図

-1)のように，別墅間近に迫る後方山稜部(図-3)が別墅の後面全体
を囲い込むような形ではなく，主軸方向に正対するような形をもつ

ことで，別墅に囲繞性を与えているのではないかと推測される 22)。

そのため，別墅の後方景における山稜部のGISによる方位分析 18)

を行い，後方山稜部の方位の特徴を調べる。 
	 後方景の山稜部の方位を確認するため，後方の可視領域のうち，

山稜部にあたる傾斜度5%以上を抽出した部分を対象とする。次に，
各別墅の主軸方向を北とし，背後の山稜部の方位が別墅に向かって

囲うような方位形態をとっているかを確認する。そのため，山稜部

の方位を 8 つの方位 23)に分け，別墅の背後の山稜部がどちらの方

位を向いているかを後方景の方位分布図(図-6-a)とその比率を後
方景の方位分布グラフ(図-6-b)として作成し，後方景における方位
形態を確認する。後方景の方位分析の範囲は，別墅からの距離が

0.5km圏内とする 24)。 
 

５. 分析結果 

（１）距離による領域性の分類の結果	

	 可視領域の面積および分布による別墅の領域性を確認した結果，

距離によって異なる景観領域をもつことが確認される。 
	 別墅の可視領域図(図-4)をみると，別墅03，04，07，08，11は，
可視領域の分布が比較的狭く，3km 圏内に可視領域の分布が収ま
っていることが確認される。次に表-1の「遠景部の可視領域面積の

図－2 対象地の位置および概要 図－3 対象地の状況 
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割合」を確認すると傾向が二つに分けられる。上記の別墅 5 カ所 
に加え，別墅05，09，10，12，13，15，16，17，18，20の計15
カ所の別墅は，遠景部における可視領域面積の割合が約1-3割と低 
い数値を表す 25)が，別墅01，02，06，14，19は，その割合が約7-
9割を占めていることが確認される。このことから，別墅から3km
圏内に可視領域の分布が収まる別墅 5カ所を含め，3km圏内に完
全に可視領域分布が収まることはないが，可視領域面積の約8割以
上が3km圏内に収まっている別墅10カ所を合わせ計15カ所の別
墅が近中景による景観領域をもつと認める。 
	 次に，可視領域の分布の傾向をみる(図-4)と，別墅02，17，20
を除き，主軸方向に沿って前方へ可視領域が広がる傾向と後方には

可視領域の分布が狭い範囲でとどまっていることが確認される。 
（２）別墅周辺の環境要素の特徴の分析結果 

	 上述する結果から，別墅の前方景には可視領域が広がる傾向があ

るが，後方景には可視領域の分布が狭い範囲でとどまっている異な

る傾向があることを確認した。この異なる傾向の特徴を分析するた

め，前方景と後方景の分析を分けて行う。前方景は 3km分析範囲
内に入る 15カ所を，後方景は全 20カ所を対象 26)とし，各別墅周

辺の環境要素の特徴の分析を行う。 
１）前方景における山稜部と平野部の特徴の分析結果	

	 別墅の前方景における囲繞性を確認するため，前方景の山稜部の

分布および割合を分析した結果，山稜部の分布には二つの傾向が確

認される。まず，図-5 の前方景の山稜部の割合グラフ(図-5-b)を
みると，別墅03，07，08，11，20の5カ所の場合，0.5km範囲内
で山稜部が約8割以上を占めており，分析範囲が広がることにつれ
その山稜部の比率が大きくなるタイプであることが認められる。た

だし，別墅 08は 0.5km範囲内では山稜部の割合が約 7割を占め
るが，それ以降8割以上であることから，他4カ所の別墅と同様な
傾向があると考え，同タイプと認める。前方景の山稜部と平野部の

割合図(図-5-a)からも，この 5カ所の別墅の場合，0.5km圏内に

おいて山稜部が多く分布していることが確認できる。一方，それ以

外の別墅 10カ所は，図-5-bをみると山稜部の割合が 0.5-1km範
囲内では約1-2割の低い数値を示すが，それ以降徐々に増える傾向
が見られるタイプである。図-5-a から山稜部と平野部の分布を確
認すると，0.5-1km範囲内で，特に平野部が広く分布していること
が特徴的である。別墅04の場合，0.5-1km範囲内で山稜部の割合
が約4割と他9カ所に比べ比較的に高いが，図-5-aで確認できる
ように，別墅前方に平野部が広がることから他9カ所と同タイプと
認める。前者5カ所は，0.5km範囲内で，後者10カ所は，1kmか
ら，第一山稜部が現れ，視覚的囲繞性をつくることが認められる。

本研究では前者を「近景型山稜部」後者を「中景型山稜部」と分類

する。次に，各別墅における平野部の土地利用状況をみると，別墅

の平野部では農耕地と河川が 8 割以上を占めることが確認できる
(表-2)。山中に立地するため樹林地の比率が高い別墅11や，島に
立地する別墅20の場合，その他(海)の比率が高いのが例外的では
あるが，多くの別墅の前方景において農耕地と河川が主として分布

していることがわかる。 
	 以上より，別墅前方景に点在する山稜部の分布および空間の特徴

について把握される。さらに，その分布が既往研究の概念図(図-1)
のような左右対称性をもつか否かについて分析を進める。図-5-cか
ら前方景の左右の山稜比率を比較した結果，左右ともに山稜部の比

率が増加する傾向はあるものの，左右の割合にはばらつきがあるこ

とが確認できる。別墅09，12，13，20を除き，ほとんどの別墅に
おいて左右の割合の差が大きく開くことを確認きる。別墅03，04，
07，08，10，11の場合，別墅から近い0.5-1kmのところで左右の
割合の差が20%以上，別墅4は 50%以上の差がみられる。また別墅
15，16，17，18の場合，別墅から離れることにつれ，左右の割合
に20%以上の差が開いていることが確認できる。特に別墅07，08，
11のように山稜部が片方だけ広がり，2-3km圏内においては左右
の割合の差が 100%に至ることもあり，左右の山稜部の割合が非均
質的に分布していることを確認できる。	

２）後方景における山稜部の特徴の分析結果	

	 別墅の背後の山稜部がもつ別墅への囲繞性を明らかにするため，

後方景の山稜部における方位を調べた結果，一定の傾向があること

を確認できる(図-6)。まず，図-6-b の後方景の方位分布グラフか
ら別墅02，17，20を除く，17カ所の別墅において，背後の地形の
多くの方位は，「北+北西」もしくは「北+北東」が約6-8割以上を
占めることがわかる。別墅07，11は「南東+南西」の比率が多くみ
られるが，図-6-a の方位分析図からわかるように，別墅背後に直
接あたる部分が「北」であることが確認できる。一方，別墅 02，
17，20の場合，図-6-aで確認できるように別墅の背後に山稜部が 

図－4 別墅の可視領域図 

表－1 各別墅の可視領域面積と遠景部の割合 

561ランドスケープ研究 81 (5)，2018



 

 

     
図－5 別墅前方景における山稜の特徴の分析図 
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接しておらず，かつ後方景の方位分布グラフ(図-6-b)から「北」方
位が0であることがわかる。すなわち，別墅背後に山稜部を構える
別墅の場合，背後の山稜部の多くは別墅の主軸方向と同方位をもつ

に対し，別墅背後に山稜部をえない別墅の場合，方位による一定の

特徴はみられない。 
 

６. 考察	

	 以上の分析より，湖南地方全羅南道に分布する別墅は，敷地を取

り巻く周辺地形の特徴をいかした空間構成をもち，囲繞性および領

域性を獲得していると考察する。 
	 別墅は，眺望される領域の分布と周辺山稜部地形の形態に前方と

後方で特徴的な差が認められる。前方の場合，近中景にあたる3km
範囲内で可視領域が広がることが20カ所のうち，15カ所と一番多
く，残り5カ所の場合，遠景の3km以上に広がり領域性をもつこ
とが特徴的である。また，別墅の前方では，第一山稜部までの距離

によって空間構造に相違点が認められる。第一山稜部までの距離が

約 0.5km程度の「近景型山稜部」の場合，別墅前方の平野部の割
合が小さく，第一山稜部までの距離が約 1km以上離れている「中
景型山稜部」は，別墅から第一山稜部までの 1km圏内は，平野部
の割合が高い。山稜部までの距離に関わらず，多くの別墅の平野部

には農耕地と河川が主に分布し，その背後に山稜部が現れる。一方，

後方の場合，約 0.5-1km圏内で可視領域が収まる傾向が強く，前
方に比べその領域は狭い。また，別墅の近くに山稜地形が迫ってお

り，後方山稜部の地形の方位は，別墅建築の主軸方向と同じ向きを

もつ特徴がある。 
	 以上の特徴から，この地方の多くの別墅は「後方の山稜部-別墅-

平野部-第一山稜部」の空間構造をもつと考察する。「近景型山稜部」

の場合，いずれも前方山稜部が 1km圏内に迫っているが，5カ所
のうち，３カ所が後方の山稜部を有し，残り2カ所の場合，背後の
山稜部がない空間構造をもつ。また，全体の半分にあたる，「中景

型山稜部」の場合，別墅の後方は，10カ所全体において必ず背後に

表－2 別墅前方景の平野部における土地利用の割合 

図－6 別墅後方景における山稜の特徴の分析図 
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山を背負う「後方の山稜部-別墅」の空間構造をもち，前方景の平

野部には，主に農耕地，河川が分布する。最後に遠景をもつ別墅の

場合，5カ所のうち，4カ所が背後に山稜部を構える構造をもつ。
このことから，別墅は，後方の山稜部と前方の山稜部群により空間

構造を形成し，特に「中景型山稜部」のように，前方景には，河川

や農耕地の平野部と山稜部が 3km圏内に広がり，後方景に山稜部
が迫る空間構造が最も多く見られる形式である。 
	 以上の別墅の周辺山稜地形の特徴は，別墅が囲繞性を獲得するの

に有効な空間構造であると考察する。別墅の前方の近中景において

山稜部が点在し，視覚的囲いをつくり，後方においては別墅の主軸

方向と同方位をもつ地形が迫ることで別墅を囲い込む効果をもつ。

特に別墅の前方景に点在する山稜部は必ずしも図-1 の概念図のよ
うな左右対称ではなく，左右のばらつきあるように点在する傾向が

認められる。これは別墅を視覚的に囲い込むにあたり，敷地周辺の

山稜地形が連続的な尾根線で遮蔽するのではなく，別墅から眺望可

能な点在する山稜地形を重ね合わせつつ，前方の左右においても囲

繞性をつくっていたと考察する。 
	 別墅は，塀をもたず，自然環境の中で領域をつくる特徴をもつ一

方，別墅建築に定められた軸性をもち，外園空間を規定する。別墅

の軸は，景を定める重要な要素であり，別墅の立地選定とも関係を

もつ 2)。一方，分析結果から多くの別墅の後方の山稜部が別墅建築

の軸方向と同じ方向をもつ傾向があり，その前方景が平野部-第一

山稜部という空間構造であることから，別墅の立地選定において，

周辺山稜部が囲繞性を与えるような場所がいかされていたと推察

される。すなわち，別墅は，各々の別墅の周辺地形がつくる空間特

徴をいかす場所に立地すると同時に有効な主軸方向を定め，別墅の

外園領域を決定する工夫を行なっていたと考える。 
 

７. まとめ	

	 以上の分析および考察より，別墅の周辺山稜地形がつくる囲繞性

および領域性を以下にまとめる。 
（1）全羅南道の別墅 20カ所のうち，15カ所は近中景にて前方の
景観領域を獲得する。 
（2）別墅は前方の第一山稜部との距離と周辺山稜の地形によって
領域をつくり，二つに大別される。前方景において近景の山稜部が

迫る「近景型山稜部」と中景に山稜部が点在する「中景型山稜部」

である。前者は平野部の割合が少なく，後者は平野部の割合および

面積が広く獲得されており，河川，農耕地として分布していること

が確認される。特に前方景では，山稜部が軸方向に対し非対称に点

在しながらも，前方左右からの囲繞性を獲得する。 
（3）別墅の後方は20カ所のうち，17カ所で近距離に山を背にし，
領域をつくる。可視範囲は前方景より狭いが，背後の山の方位が主

軸方向と同方向をもつ傾向が強く，囲繞性の形成に大きく関与して

いる。 
	 本研究は，別墅の囲繞性を明らかにするため，周辺山稜部に着目

し，GISによる定量的分析を行ったものである。別墅の研究は，こ
れまで概念図としてしか把握されておらず，実空間に結びついてい

ないものが多く，別墅の領域を定量的に扱うことやタイプ分類を通

した地域の特徴まで述べたものはほとんどみられない。本研究は，

定量的かつ空間論的に別墅を解明することで，今後の別墅の形態論

研究の基礎資料となることを期待する。最後に，本研究は別墅周辺

山稜部の地形について定量な分析は行なったが，その景観特徴まで

は考察できていない。眺望を重視する別墅の外園領域における景観

特徴については今後の課題としたい。 
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